
【エクアドル政務・経済・外交：２０２４年６月】 

 

１． 内政 

（１）国家警察及び国軍の総司令部の一時的移動 

 ３日、サラサール国会議員（市民革命党（RC））の代理議員である、ニエト氏（市民革

命党（RC））の殺害を受け、ノボア大統領は、大統領令２９０号をもって、国家警察及

び国軍の総司令部を一時的にマナビ県マンタ市に移動することを決定した。また、同

大統領は、今後数日間は、海岸都市のグアヤキル市及びマンタ市から、組織犯罪と

の闘いのためにも、治安対策のフォローアップを行うとした。 

 

（２）グラス元副大統領に対する人身保護令状（ヘイビアス・コーパス）に係る判決 

 １４日、全国裁判所（CNJ）は、グラス元副大統領が、本年４月の在エクアドル・メキ

シコ大使館における身柄拘束に関し、人身保護令状（ヘイビアス・コーパス）を請求し

ていたものにつき、同請求を認めないとの判決を下した。 

 

（３）将来の女性「Futuro Femenino」プログラムの受給者４万人の達成 

 ２６日、ノボア大統領は、脆弱な立場に置かれた女性を対象とする大学教育援助プ

ログラム、将来の女性「Futuro Femenino」受給者が、４万人に達した旨明らかにした。

なお、同プログラムは、１８歳から２８歳において、ジェンダー暴力を受けた、または、

金銭的困窮者の女性が対象となっている。 

 

２．外交 

（１）ノボア大統領のウクライナ平和サミット出席 

 １６日、ノボア大統領は、スイス中部ビュルゲンシュトックで開かれた「ウクライナ平

和サミット」に出席した。ノボア大統領は、ロシアによるウクライナ侵攻に関し、「平和

的解決を達成するためにも、対話と協力が持つ改革力を過小評価してはいけない」と

し、引き続き、国際社会に対話と交渉を呼びかけた。また、同大統領は、ウクライナの

平和は急を要するものであるとの見解を示した。 

 

（２）中国国籍者に対する査証措置 

 １８日、当国外務省は、同国入国の際、中国国籍者を対象とする査証措置を実施す

る旨発表した。また、当国外務省は、今回の措置につき、中国国籍者の入国者のうち、

約半分は当国の出国履歴が確認されておらず、不法滞在または違法に第三国へ出

国している点を挙げた。なお、２０１６年８月以降、同国籍者に対する査証免除措置が

実施されていた。 

 



３．経済 

（１）起亜自動車と Aymesa社の投資計画の発表 

 ４日、韓国の自動車メーカ「起亜自動車」と当地自動車組み立てメーカ「Aymesa」社

は、自動車の生産拡大に向けて、６，２００万ドルの投資計画を発表した。これにより、

２０２６年までに、新たに５モデルの自動車に加え、２万２，０００台の新規生産が見込

まれる。 

 

（２）Cascabel銅山における採掘契約の締結 

 ５日、エネルギー鉱物資源省は、同省が、オーストラリアの鉱山会社「SolGold」社と

インバブーラ県に位置するCascabel銅山プロジェクトの採掘契約を締結した旨発表し

た。エネルギー鉱物資源省は、「SolGold」社から、２８年に亘り、４２億ドルの資本支

出がされるとともに、３，７００人の雇用が創出されるとした。また、同締結により、政府

は６７億ドルの収入が見込めるとした。 

 

（３）２０２４年第１四半期における非伝統的輸出品額 

 ２０２４年第１四半期における非伝統的輸出品額が大きな増加を記録した。特に魚

油の輸出額は１，２００万ドル（前年同期比プラス４２９．１７％）、魚粉は３，４００万ド

ル（前年同期比プラス１４９．５％）、バルサ材は３，２００万ドル（前年同期比プラス８３．

１％）及び金属製品は９，４００万ドル（前年同期比プラス２１．４％）を記録した。 

 

（４）２０２４年 GDP成長率の見通し（世界銀行） 

 ６月の世銀による「世界経済見通し」報告書によれば、エクアドルの２０２４年 GDP

成長率は０．３％（前回発表（４月）からマイナス０．４％）の見通しとした。他方、２０２５

年のGDP成長率は１．６％の見通しとした。なお、２０２４年の中南米におけるGDP成

長率は１．８％、翌年は２．７％の見通しとし、これは、インフレ率の抑制に加え、各中

銀の政策金利が安定しつつある点が挙げられるとした。 

 

（５）エクアドル産バナナの対韓国輸出量の拡大 

 ２０２４年１月から５月にかけ、エクアドル産バナナの対韓国輸出量は、前年同期比

プラス２７６％を記録した。サラサール・バナナ商業化・輸出協会（Acorbanec）によれ

ば、フィリピンはバナナの生産高が、パナマ病及びシガトカ病により減少している一方、

エクアドルは同国への輸出量を伸ばしているとした。また、フィリピンが抱えるバナナ

問題は深刻化していることから、エクアドルは長期的にも、対韓国のバナナ輸出量が、

拡大する見込みであり、更には、２０２５年には、韓国・エクアドルの貿易協定が締結

する見通しから、更なる輸出が期待できるとした。 


